
令和３年度 授業改善推進プラン 

  武蔵村山市立第一中学校 

学校全体で 
取 り 組 む 
共 通 事 項 

○ 漢字・計算などの習熟、反復、個別の状況を把握する時間を確保。 
○ 夏季休業中の補習教室による基礎学習の定着。 
○ 家庭学習の充実を目指し、家庭と連携。 

教科 ① 生徒の実態・課題 ② 授業改善の取組 ③ 取組結果 

国 
 

語 

・小学校の履修も含め、漢字

の定着ができていない。 

・自分の考えを正しく文章に

して書くことが苦手な生徒

が多い。 

・漢字練習の宿題に取り組ま

せ、小学校の復習も定期的

に取り入れる。 

・200 字作文を繰り返し書く

ことで、正しい書き方を身

に付けさせる。 

・漢字練習の習慣が付き、基

礎学力を少しずつ身に付け

ている。 

・作文課題に意欲的に取り組

む生徒が増え、書くことへ

の抵抗感がなくなった。 

数 
 

学 

・正負の数や文字式の四則演

算が定着していないなど、

基礎・基本の定着が課題で

ある。 

・証明や文章題などへの苦手

意識が強く、記述問題にな

かなか取り組むことのでき

ない生徒が多い。 

・東京ベーシックドリルや、

教科書の問題に加えて演習

プリントを取り入れる。 

 

・既習事項を確認しながら、

穴埋めから記述へスモール

ステップで進めていく。 

・計算問題は繰り返し演習を

行うことで、少しずつ計算

スピード、正答率が向上し

てきている。 

・証明問題を穴埋めからスモ

ールステップで進めること

で、自信をもって問題に取

り組む生徒が増えた。 

保
健
体
育 

・ここ数年の新体力テストの

数値を確認すると、「ハンド

ボール投げ」と「持久走」

の値が都平均、全国平均を

下回っている。 

・自宅で過ごすことが多く、

運動時間が少ない。 

・全学年で準備運動の中に、

「コオディネーショントレ

ーニング」や「６００ｍ走」

を取り入れる。 

 

・説明を最小限にし、運動時

間の確保に努めながら、授

業を行う。 

・トレーニングにより、新体

力テストの項目での向上が

見られた。また、持久走で

都平均、全国平均を上回る

学年も出てきている。 

・授業確保を意識し、運動時

間を増やした。また、授業

外で課題を出し、宿題のチ

ェックを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度 授業改善推進プラン（特別支援学級） 

  武蔵村山市立第一中学校（Ｉ組） 

学級全体で 
取 り 組 む 
共 通 事 項 

〇 個々の課題を把握した個別指導計画。 
○ 国語、数学は課題別に分けたグループ学習での指導の充実。 
○ 宿題や期末考査による基礎学習の向上と確認。 
○ 家庭と連携し、家庭学習の定着を目指す。 

教科 ① 学級の実態・課題 ② 授業改善の取組 ③ 取組結果 

国 
 

語 

・人にわかるように伝えるこ

とが苦手である。 

 

・作文では助詞や拗音、促音

の表記にミスがある。 

・同音異義語の理解が困難で

ある。 

・「いつ」「どこで」「だれと」

「何をした」を省かずに話

す練習をさせる。 

・確認し、訂正させる。 

 

・漢字の持つ意味と、熟語の

意味を考えられるように指

導する。 

・人に日常の出来事を話すこ

とができるようになった。 

 

・今後も継続した指導が必要

である。 

・辞書で調べて意味を確認す

ることができるようになっ

た。 

数 
 

学 

・繰り上がり、繰り下がりの

計算が定着しない。 

 

・乗除の意味が理解できない。 

 

 

・単位が理解できない。 

 

・金銭、時間の概念の理解が

不十分。 

・タイルなどの半具体物を用

いて、位取りの仕組みを視

覚的にわかるようにする。 

・文章題を図で表記し、かけ

る、わる意味がわかりやす

くなるように工夫する。 

・単位換算表を用いて、覚え

られるようにする。 

・お金や時計の具体物を用い

て、実際に数えたり、動か

したりしながら理解させ

る。 

・地道な取り組みで繰り上が

り、繰り下がりが理解でき

た。 

・自分で文章題を作成する取

り組みは、今後も必要であ

る。 

・単位については、実際に測

りながら確認する必要があ

る。 

・何度も確認し、お金や時計

を操作しながら学習を積み

上げることができた。 

保
健
体
育 

・全体的に体力が低い傾向に

ある。 

 

 

・勝敗へのこだわりから、仲

間の気持ちを理解しようと

せず、つい仲間を責めてし

まうことがある。 

 

 

 

・授業の導入として５分完走

や筋力トレーニング、跳躍

などの補強運動を取り入

れ、体力の向上を図る。 

・仲間の頑張りや失敗してし

まった時の気持ちを考えさ

せたたり、道徳などと結び

付け、教科横断的な視点を

もって取り組んだりするこ

とで、実態の改善を図る。 

・体力が向上した。今後も継

続した取り組みが必要であ

る。 

 

・ルールを守りながら、仲間

と楽しく競技することがで

きるようになってきてい

る。今後も継続した指導が

必要である。 

 

 

 


